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６．成果の要約 

  調査実施前のため、なし。 

 

７．目 的 

播種時期、窒素施肥及び条間の組み合わせにより茎立期に様々な生育状況を作出した

上で、ドローン空撮により正規化植生指数NDVIとRGB画像を取得し、従来の生育調査値

（草丈、茎数、葉色など）との相関を解析する。また、地上からも NDVIとRGB画像を取

得してそれぞれの調査値との相関を解析し、新たな生育調査法開発の資とする。  

 

８．主要成果の概要及び考察 

  調査実施前のため、なし。 

 

９．問題点と次年度の計画 

  調査実施前のため、なし。 

 

１０．主なデータ 

  調査実施前のため、なし。 

 

 

 

 

 


